
◆人文科学研究科 臨床心理学専攻 博士後期課程 カリキュラムマップ

1 2 3 4 5 6 7

博士論文 0 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

臨床心理学演習１ 2 または 4 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

臨床心理学演習５ 4 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

臨床心理学演習２ 2 または 4 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

臨床心理学演習３ 2 または 4 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

臨床心理学演習４ 2 または 4 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

臨床心理学特別研究１ 2 または 4 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

臨床心理学特別研究２ 2 または 4 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○

臨床心理学特別研究３ 2 または 4 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

臨床心理学特別研究４ 2 または 4 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

臨床心理学特別研究５ 2 または 4 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

臨床心理学特別研究６ 2 または 4 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

臨床心理学特別研究７ 2 または 4 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

臨床心理学特別研究８ 2 または 4 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

【選択必修科目】

関心・意欲・態度知識・技能 思考・判断・表現
分野系列 科目名 単位

7　臨床心理実践における倫理及び研究に関わる倫理、両者の重要性を十分に自身のものとしており、責任ある専門職としてとるべき倫理的な態度を有している。

教育研究上の目的

臨床心理学専攻は、その研究と実践における倫理を十分に身につけていることを前提に、普遍性を重視する科学的視点と個別性を軸とする臨床的視点の両方を含んだ人間心理に対する
多面的なアプローチをより高度なレベルにおいて実践及び研究することができる人材を養成する。

ディプロマ・ポリシー

【必修科目】

4　専門的文献を高度なレベルで理解した上で、自身の問題意識の観点からその内容を臨床実践と研究に応用し、論文の形で出力することができる。

（関心・意欲・態度）

5　社会通念的な常識や自身の考え方の前提を建設的な意味合いで批判的に捉えようとする態度を有している。

6　関わっている対象に関して自身で問題を発見し、そこから新たな方法論をもって結果を分析し、それを説得力ある論理を用いて展開し表現しようとする態度を有している。

（知識・技能）

1　人間の心理とそれを取り巻く社会における問題の解決に寄与する臨床心理学の諸理論及び技法を十分に修得しており、高度なレベルで実践することができる。

2　人間の心理やそれに関係する社会現象を個別的かつ普遍的に捉えるための研究方法を十分に修得しており、新たに得られたデータに対して応用することができる。

（思考・判断・表現）

3　普遍性を重視する科学的視点と個別性を軸とする臨床的視点の両方を含む、人間心理に対するアプローチの多面性を十分に理解しており、多視点から人間心理を把握することが
できる。
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